
 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上だより 

 

第５０号 H30.9.13（木）

佐賀県教育庁教育振興課 

調査問題を活用しましょう！ 

８月８日（水）に「児童生徒の活用力向上研究指定事業に係る第１回指定校連絡会」をアバンセで開催しま

した。実践発表では、平成 28・29年度の指定校である唐津市立第五中学校校区の取組について、第五中と

東唐津小の代表の先生から、参考になる取組内容をご紹介いただきました。 

また、講師に筑紫野市教育委員会 主任指導主事 礒部年晃 氏（元国立教育政策研究所学力調査官兼教育課

程調査官）をお招きし、「活用する力の向上に向けた授業の改善・充実～自校の学力課題に焦点化した取組の

具体化～」という題でご講演いただきました。 

講演の概要と、参加された先生方の感想を以下に紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演のポイント 

〇 活用力の向上の取組を進めようとする意欲は、どの先生もおもちであると思う。しかし、その時の自校の

実態はどうであるか、その時の進むべき方向はどうであるか、そういったスタートラインとゴールテープが

見えているか、そういったことの共有化が大切ではないか。 
 

〇 学習内容の質を下げずに、活用力を向上させるには、「つまずき」をあらかじめ想定することが大切で  

ある。「つまずき」は自校採点をはじめ、子どもたちの答案やノート、日常的な発問などによって予測    

できる。それを踏まえて、授業でそのつまずきを埋められるようなモデリング、選択肢の準備が有効である。 
 

〇 日常的な授業で「同じです」という子どもの発言のうらには、「答えが同じ」という思いが依然根強く   

ある。こうした中、中数Ｂ３で「ただし、実際に時間を求める必要はありません」と示している設問は象徴

的であった。着眼点（各教科の見方）、考える筋道（考え方）を重視し、それを自分の言葉で分かりやすく

説明させる経験を積ませることが大切である。 
 

〇 自校採点は、新たな気付きを見出す場。日常の授業のヒントが発見できることが最大の価値である。実際、

子どもが書いた解答を複数の先生で採点し、正答か、誤答かを議論することで価値観がそろい、授業の差が

なくなってくる。 
 

〇 学力調査問題の活用は極めて有効である。定期考査にアレンジして出題したり、調査問題を使った研究 

授業をしたりする取組等が考えられる。 

 

参加者の感想 

・礒部先生のお話は、正答率だけに目を向けがちな私たちの視点を変えてくださったと思います。先日、   

４月調査の分析をしましたが、その中で、どんな間違いをしているのか分からないと分析が難しいと実感 

したところでした。再度見直して、２学期に向けて準備したい。 

・誤答分析が重要であることがわかった。なぜ誤答になったのかのプロセスを校内の教科部会で議論し、  

授業改善につなげないといけないと感じた。 

・同じ問題を同一児童に再度チャレンジする機会を作ったり、問題をアレンジして出題する機会を作ったり 

していきたい。 

・変化するこの時期に「今変えなければ１０年変わらない」という言葉の重みを感じ、変えるべきところは  

どこなのかしっかり考えていきたい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月２０日（月）に「県・市町教育長意見交換会」、８月２７日（月）に「学力向上対策検証・改善委員会」

が開催されました。全国学力・学習状況調査の結果報告を基に、県や各市町の教育長だけでなく佐賀大学大学

院教授、県ＰＴＡ連合会、ＮＰＯ法人など様々な立場の方からご意見をうかがうことができました。 

その内容を一部紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上のポイントは、教科の壁、学年の壁を越える意識 

９月１２日（水）三田川小【算数】 

   １３日（木）吉田小【国語】 

１４日（金）白石小【算数】 

  １９日（水）城北中【理科・英語】 

  ２５日（火）牛津中 

       【社会・数学・理科・英語・技術】 

  ２６日（水）中原中【理科・英語・音楽】 

  ２６日（水）鍋島小【算数】 

１０月 ４日（木）旭小【算数】 

 ４日（木）北鹿島小【総合的な学習の時間】 

 ４日（木）脊振中【社会】 

   ９日（火）西部中【数学・理科・英語】 

  １０日（水）開成小【国語】 

  １１日（木）三田川中【国語・数学】 

  １２日（金）北明小【国語】 

  １８日（木）明倫小【国語】 

  １９日（金）能古見小【算数】 

２２日（月）若楠小【国語】 

２２日（月）立花小【算数】 

２４日（水）六角小【国語】 

２４日（水）中原小【算数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１３日現在 

１０月２５日（木）三田川小【算数】 

２５日（木）大坪小【算数】 

１１月 １日（木）明倫小【国語】 

    １日（木）久里小【算数】 

    ６日（火）三田川中【理科・英語】 

   ８日（水）鍋島中【数学・理科・美術】 

９日（金）南波多郷学館 

【算数（前期）・英語（後期）】 

   １３日（火）西部中【社会・数学・英語】 

  １６日（金）鹿島小【国語】 

  １６日（金）三田川小【算数】 

 

★協力校 

１１月８日（木）～９日（金） 

  附属小・中学校研究発表会 

 

◎ 公開授業の教科が分かっている学校を載せて

います。 

◎ 問い合わせ等は各学校にお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 授業改善に向けたＰＤＣＡサイクルの確立に関して 

〇 １２月調査を基幹調査とし、１年間の PDCA の進捗状況を４月調査で確認をするという意識をもつことが   

円滑な取り組みにつながる。 

２ 小中連携・小小連携に関して 

○ 「ステップ 1・2・3」などを活用し、小中の授業研究を合同で開催すること等により、教科の壁、学年の壁を  

取り払った学校に多くの成果が見られる。 

３ 家庭学習の充実に関して 

 ○ 家庭で本を読む、新聞を読む等の習慣をつけたい。 

○ 家庭学習の充実のために、「授業とつながった宿題」「時間を要する探究型の宿題」等宿題を工夫し、子ども   

たちの意識を学ぶ楽しさに導く必要がある。 

４ 基礎的な読解力に関して 

○ 基礎的な読解力不足を感じる。ＵＤ教育など、誰にでも分かりやすい授業の実現に取り組むことが改善に   

つながる。 

○ 乳幼児期からの言葉かけは大切。基礎的な読解力を育成するためには、様々な経験が有効である。 

○ 読んだり、書いたりするときには思考が伴う。まとまった文章を読んだり、書いたりすることが大切である。 

５ その他  

○ 学力は、調査の対象学年、対象教科だけの問題ではない。積み上げで学力は育成される。 

○ 全ての教員が調査問題の素材や問い方を確認し、そのメッセージをきちんと受け止めることが必要である。 

○ 子どもたちが惹きつけられるわくわくした授業づくりが大事。その意味でも教員には1時間1時間でのＰＤＣＡ

の意識が必要である。 

 

 

 

 

児童生徒の活用力向上指定事業の公開授業の予定 

一緒に研修を深めましょう！ 



 

１ 期 日 平成30年10月11日（木） 14:00～16:30【受付13：30～】 

２ 会 場 佐賀総合庁舎  ※駐車場は、佐賀県総合運動場の第２駐車場です。 

３ 対 象 小学校算数の担当者等、市町教育委員会指導主事等 

４ 内 容 

○学力向上推進教員による取組の紹介 

○講演 

演題：「新学習指導要領と授業づくり」 

講師：国立教育政策研究所 研究企画開発部 総括研究官  福本 徹 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上を目指して！ 

 

平成３１年度 全国学力状況調査について 

１ 期 日  平成３１年４月１８日（木） 

２ 対象学年と教科 

 小学校６年生：国語・算数・質問紙   中学校３年生：国語・数学・英語・質問紙 

※主として「知識」に関するＡ問題と主として「活用」に関するＢ問題に分けるのではなく、一体化され

た設問内容となり、調査時間は短縮される予定です。 

※中学校の英語については、「聞くこと」「読むこと」「書くこと」全体で４５分程度、「話すこと」は    

１５分程度（調査問題５分程度、準備や入退室に係る時間１０分程度）を想定。なお、「話すこと」   

調査は、音声録音方式により一学級が同時に調査を行うことになります。 

今年度予備調査が行われており、調査問題や正答例等が「国立教育政策研究所」のホームページに  

掲載されていますので、ご確認ください。 

http://www.nier.go.jp/18chousakekkahoukoku/kannren_chousa/eigo_yobichousa.html 

 

 

授業アイディア例について 

授業アイディア例が「国立教育政策 

研究所のホームページから公開されて 

います。 

http://www.nier.go.jp/jugyourei/   

各学校には、後日送付されることに 

なっています。 

今回の調査で見られた課題は、調査の 

対象である小学校６年生（国・算・理） 

と中学校３年生（国・数・理）だけでは 

なく、学校全体で組織的・継続的に改善 

を図っていくことが大切です。 

教科の壁、学年の壁を越える取組は、 

必ず実を結びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国調査結果を踏まえた学習指導の改善・充実に向けた小学校算数研修会 

ה ┘  ќ  ╕≢⌐ ─ ┼ 

ה      ќ  ╕≢⌐ ┼ 

算数の授業改善に役立つヒント
を見つけに来ませんか 

http://www.nier.go.jp/18chousakekkahoukoku/kannren_chousa/eigo_yobichousa.html
http://www.nier.go.jp/jugyourei/

